
迎古夢旅 4554：7月の北海道・函館山へ 230 
 

函館に到着した時点では、⻘森港へ。出港時間をチェックすると、 

⼤間崎港⾏きのフェリーがある。関⼼があったので、急遽、⼤間崎港⾏きを、選択した次第。 

出港までには、相当時間がある。⾞であり、函館⼭往復など充分、時間がある。 

曇天だが、決断すると、フットワークはいい。即実践。眼下の光景に、思いを馳せた。 

 

 

 

 

 

 

 



その後、乗船前に、港湾⾵景を画像記録。乗船するフェリーの到着。 

⾏く⼈、来る⼈をチェック。港では、出会いや、別れの光景が⾒られるのが普通だが、 

そうした⾵景とは出会わなかった。⾞での移動。⼤間崎は内地ながら過疎の地。 

旅⼈というより、働く⼈の移動が多いと思いながら、いろいろ想像、 

⼤間崎港⾏きは、絶好のチャンス。やがて、船上の⼈に。 

 

 

   

 

 

 

 


